
●来札観光客 1400 万人突破について

平成18年度に札幌を訪れた観光客が、昭和42年度の調査開始以来、初めて1400万人を

突破し、過去最高の1410万4千人を記録しました。

これまでの過去最高の入り込み数は、ＪＲタワーがオープンした平成15年度の1368万3

千人でしたが、18年度はそれより3.1％（42万1千人）増加しています。

札幌市は、これまで、国内においては首都圏に、海外においては東アジアにターゲッ

トを絞ったプロモーションなどに取り組んできており、今後も、さらなる観光客数の増

加を目指します。

１ 近年の観光客入り込み状況

（単位：千人）

年 度 入り込み数 前年度比

平成14年度 13,251 99.8％

平成15年度 13,683 103.3％

平成16年度 13,302 97.2％

平成17年度 13,323 100.2％

平成18年度 14,104 105.9％

２ 入り込み状況の詳細

(1) 道内客・道外客別

前年度より道内客が4.1％、道外客が8.1％増加

(2) 交通機関別

前年度よりも、路線バスによる入り込みが18.7％、貸し切りバスによる入り込みが

16.3％増加

(3) 日帰り客・宿泊客別

前年度より日帰り客が2.2％、宿泊客が9.8％増加

(4) 主な観光施設の入場者数

（単位：人）

入場者数 前年度比

モエレ沼公園 831,350 117.4％

サッポロさとらんど 732,735 153.3％

円山動物園 611,521 121.4％

滝野すずらん丘陵公園 587,072 100.1％

藻岩山 502,430 108.7％
※ モエレ沼公園は、前年度より17.4％増加しているが、観光スポットとして既に定着したものと考えられる。

サッポロさとらんどは、前年度より53.3％と大きく増加しているが、さっぽろ雪まつりの第２会場として知名度
が上昇したことなどが考えられる。
円山動物園は、前年度より21.4％増加しているが、各種ソフト事業への取り組みが入場者数の増加につながった

ものと考えられる。
藻岩山は、前年度より8.7％増加しているが、「BAR THE ICE（バー・ジ・アイス）」をはじめとするイベントの

開催が入場者数の増加につながったものと考えられる。



（5）外国人観光客の状況

・ 延べ宿泊者数は、55万9272人で、前年度より14.1％（6万9189人）増加。特に、定

山渓地域では、前年度より38.6％と大きく増加

・ 発地別構成比では、アジア地域が全体の89.1％を占め、その中でも、台湾が44.5％

と全体の半数近くを占める。

シンガポールは対前年度比250.3％と増加しているが、昨年度の観光プロモーショ

ンや旅行博覧会への出展が功を奏したものと考えられる。

ドイツは対前年度比276.8％と増加しているが、2月の宿泊者数が非常に多いことか

ら、「世界ノルディックスキー2007」の開催のためと考えられる。

タイは対前年度比338.6％と激増しているが、東アジア圏での北海道人気が、タイ

にまで拡大していることが考えられる。

３ 増加の背景

(1) 景気の回復や新千歳－羽田間の航空路線へのスカイマークの新規参入などにより、

来道者が平成17年度より3.0％増加していること。

(2) ６月に大韓航空が釜山－新千歳線を、中華航空が台北－新千歳線を開設するなど、

海外からの航空路線の増加などにより、外国人観光客が増加していること。

(3) 夏季の天候に恵まれ、大通納涼ビアガーデンが過去最高の観客を集めたこと。

(4) さっぽろ雪まつりの観客数が210万1千人と平成17年度より5.8％増加したこと。

問い合わせ先

観光文化局観光部観光企画課 宮本、佐々木

電話：２１１－２３７６



平成１８年度観光客入り込み状況
（１） 来客入り込み状況

（単位 千人）

月 次 全 市 構成比 前年度比 うち定山渓地域 前年度比

平成14年度 13,251 99.8% 2,392 98.3%

15年度 13,683 103.3% 2,439 102.0%

16年度 13,302 97.2% 2,186 89.6%

17年度 13,323 100.2% 2,196 100.5%

18年度 14,104 100.0% 105.9% 2,435 110.9%

平成18年4月 968 6.9% 106.4% 139 103.3%

5月 1,204 8.5% 106.2% 184 102.0%

6月 1,324 9.4% 105.4% 231 107.9%

7月 1,479 10.5% 104.7% 271 101.6%

8月 1,517 10.8% 108.1% 275 104.7%

9月 1,431 10.1% 105.6% 246 105.1%

10月 1,334 9.5% 101.9% 226 111.4%

11月 1,118 7.9% 103.6% 180 116.2%

12月 951 6.7% 107.6% 174 126.3%

平成19年1月 879 6.2% 106.6% 164 126.0%

2月 932 6.6% 109.4% 169 125.7%

3月 967 6.9% 107.1% 176 122.7%

（２） 道内客・道外客別入り込み状況

（単位 千人） 平成18年度中
区 分 全 市 構成比 前年度比 うち定山渓地域 前年度比

合計 14,104 100.0% 105.9% 2,435 110.9%

道内客 7,706 54.6% 104.1% 1,439 106.8%

道外客 6,398 45.4% 108.1% 996 117.3%



（３） 交通機関別入り込み状況

（単位 千人） 平成18年度中
区 分 全 市 構成比 前年度比

合計 14,104 100.0% 105.9%

航空機 102 0.7% 105.2%

ＪＲ 2,870 20.4% 100.5%

乗用車 6,735 47.7% 101.9%

貸し切りﾊﾞｽ 3,304 23.4% 116.3%

路線バス 1,093 7.8% 118.7%

（４） 日帰り客・宿泊客別入り込み状況

（単位 千人） 平成18年度中
区 分 全 市 構成比 前年度比 うち定山渓地域 前年度比

合計 14,104 100.0% 105.9% 2,435 110.9%

日帰り客 6,986 49.5% 102.2% 661 97.6%

宿泊客 7,118 50.5% 109.8% 1,774 116.8%

（５） 主な観光施設の入場者数

(単位 人） 平成18年度中
入場者数 前年度比（％）

モエレ沼公園 831,350 117.4%

サッポロさとらんど 732,735 153.3%

円山動物園 611,521 121.4%

滝野すずらん丘陵公園 587,072 100.1%

藻岩山 502,430 108.7%

大倉山ジャンプ競技場 462,646 94.2%

北海道庁旧本庁舎 441,084 100.3%

テレビ塔展望台 415,121 112.2%

羊ケ丘展望台 414,730 98.8%

観覧車「ノリア」※ 379,916

ISHIYA白い恋人パーク 340,923 120.4%

ＪＲタワー展望台 Ｔ３８ 311,815 97.4%

札幌市青少年科学館 292,854 81.4%

札幌芸術の森 277,591 66.0%

時計台 208,971 108.9%

※平成18年5月3日オープン

注）新千歳空港を経由する来客については、ＪＲ、乗用車、路線バス、貸切バス以外の交
通機関を用いて、札幌に入った来客のみを航空機の入り込み数に算入している。

観光施設



（６） 外国人の宿泊状況（延べ宿泊者数）

（単位 人）

月 次 全 市 構成比 前年度比 うち定山渓地域 前年度比

平成14年度 232,072 95.9% 43,379 106.7%

15年度 222,425 95.8% 36,902 85.1%

16年度 381,288 171.4% 63,174 171.2%

17年度 490,083 128.5% 50,761 80.4%

18年度 559,272 100.0% 114.1% 70,331 138.6%

平成18年4月 30,142 5.4% 144.0% 2,948 183.9%

5月 37,121 6.6% 137.6% 3,883 155.8%

6月 43,879 7.8% 102.0% 5,307 79.8%

7月 71,217 12.7% 124.5% 10,623 142.3%

8月 69,203 12.4% 127.8% 10,655 141.8%

9月 43,200 7.7% 136.9% 7,128 184.6%

10月 39,074 7.0% 112.6% 5,635 152.8%

11月 28,990 5.2% 87.3% 4,697 184.3%

12月 54,648 9.8% 98.1% 5,539 116.7%

平成19年1月 35,744 6.4% 73.0% 2,763 75.3%

2月 74,995 13.4% 136.2% 8,060 176.3%

3月 31,059 5.6% 108.4% 3,093 158.9%



（７）外国人の発地別宿泊施設利用状況

（単位：人)

州名，国・地域名 延べ宿泊者数（宿泊実人数） 平均宿泊日数 構成比 前年度比

合 計 559,272 501,847 1.1 99.9% 114.1%

（州 別）

アジア 498,289 454,300 1.1 89.1% 111.0%

ヨーロッパ 22,744 17,272 1.4 4.1% 200.5%

北 米 19,144 14,087 1.3 3.4% 121.2%

オセアニア 6,102 4,417 1.4 1.1% 166.2%

中南米 861 537 1.6 0.1% 149.7%

アフリカ 622 457 1.4 0.1% 169.5%

不明 11,510 10,777 1.1 2.1% 123.8%

（国・地域別）

台湾 248,901 229,828 1.1 44.5% 101.3%

香港 132,393 118,763 1.1 23.7% 103.2%

韓国 64,972 60,370 1.1 11.6% 176.6%

シンガポール 20,266 18,262 1.1 3.6% 250.3%

中国 18,673 15,881 1.2 3.3% 84.7%

アメリカ合衆国 16,594 12,247 1.4 3.0% 117.0%

オーストラリア 5,456 3,947 1.4 1.0% 194.6%

ドイツ 3,767 3,046 1.2 0.7% 276.8%

ロシア 3,338 2,399 1.4 0.6% 171.0%

イギリス 2,861 2,100 1.4 0.5% 204.9%

カナダ 2,550 1,840 1.4 0.4% 157.7%

タイ 2,367 2,025 1.2 0.4% 338.6%

その他 25,624 20,362 1.3 4.6% 162.3%

不明 11,510 10,777 1.1 2.1% 123.8%


